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発展３状況

発見的発展 構造的発展 新たな発展

構造的発展のきっかけを生み出す，当
面の問題（狭義の意味）から次の問題
（狭義の意味）へと発見的な気付きの
過程．

構造化に向けて新しく見出した概念や
性質をより広い立場にも適用しようとす
ることの「統合」の働きと，その構造化
に向けた「簡潔・明瞭・的確」と「一般
化」の働きと，その過程．

発見的発展の過程で得た知的欲求に
より，構造化した概念や性質を，「数値
を変える」「場面を変える」「数値と場面
を変える」「考察の視点を変える」を行
い，新たに発展させる過程．

・14本の棒で長方形を作る．

・作った長方形の縦と横の値の組を確
認する．
・3つの値の組を観察し，変化や対応の
きまりに気付く．

・完成した表を考察し，変化や対応のき
まりを明らかにする．

・言葉の式に表し，言葉の式が正しい
か数を代入して確かめる．
・変化や対応のきまりをまとめる．

・本数を変えてみる，図形を変えてみる
などして，新たに取り組んでみたいこと
を考える．

例）小4「変わり方」授業実践
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発展型授業3型

発見的
発展

構造的
発展

新たな
発展

【内容的発展習得型授業】

【指導的発展型授業】

【自律的発展型授業】

教師主導の
新たな発展

学習者の意思が働いて発展3 状況が展開する

構造的発展から新たな発展へと展開可能と判断するこ

との評価基準が明確でないため，発展型授業の成否を

同定できない．
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発展的思考・態度を視点とする授業評価ルーブリック（佐藤他，2020）

教材を知る 反応を知る 思考を知る 展開を知る 数学をすることを知る

十
分
知
っ
て
い
る

系統性と関連性を
知り，Matl2）その

意味を理解してい
る．

学習者が達成反応，不
達成となる反応を
Re2）多様に知ってい
る．

学習者の反応から思
考過程を解釈し
Thk2）次の反応を予

想することができて
いる．

発展3状況を踏まえた授

業展開ができ，学習者
の状況に合った認知的
支援とSprt2）メタ認知
的支援ができている．

数学の面白さや新たな発
展に向けた数学的活動を
知っており，DM2）学習者と
楽しめている．

知
っ
て
い
る

Matl1）系統性と関
連性を知っている．

学習者の達成状況ま
たは不達成なRe1）反
応を知っている．

学習者の反応から
Thk1）思考過程を解

釈することができて
いる．

発展3状況による授業

展開ができ，学習者の
状況に合ったSprt1）認
知的支援ができている．

DM1）数学の面白さや新た

な発展に向けた数学的活
動を知っているが，学習者
の視点に及んでいない．

よ
く
知
ら
な
い

系統性や関連性が
分からない．

学習者の反応を想定し
ていない．

学習者の反応から思
考過程を解釈するこ
とができていない．

知識・技能の伝達・習得
に重きをおいた授業展
開であり認知的支援も
不十分である．

数学の面白さや新たな発
展に向けた数学的活動を
知っていない．

基
準
解
釈

Matl1）系統性と関

連性を知る：内容的
発展，発展問題の
記載内容で確認可
能．

Re1）反応を知る：授業

構想や授業展開から，
発展的思考・態度とし
て望ましく，対応可能
な反応（水準とする思
考）を捉えていること．

Thk1）思考過程を解

釈する：集団思考の
認知的状態を把握し
ていること．

Sprt1）認知的支援がで
きている：発展3状況と

なるよう，認知的支援，
メタ認知的支援を行うが，
支援の修正が見られる
こと．

DM1）数学の面白さや新た

な発展に向けた数学的活
動を知っている：

Matl2）系統性と関

連性の意味を理解
する：発展の方向
性や困難さを適度
に調整すること．

Re1）反応を知る：授業

構想や授業展開から，
発展的思考・態度とし
て望ましく，対応可能
な反応（水準とする思
考）を捉えていること．

Thk2）次の反応を予

想する：集団思考か
ら転機となる発話に
着目でき，確認，補
足，拡大によって自
律的な展を考えられ
ること．

Sprt2）メタ認知的支援

ができている：学習集団
の問題解決の状況を捉
え，上方調整，下方調
整した適正な支援が行
えること．

DM2）学習者と楽しめてい
る：

＊内容的発展の視
点

＊学習者個々の反応
に対応する視点

＊集団思考に対応す
る視点

＊学習者の自律的思考
を促す視点

＊＊Matl：materialの略，Re：reactionの略，Thk：thinkの略，Sprt：supportの略，DM：Do Mathの略．
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教師の支援力量モデルと本発表の目的

基準 意思決定の様相

A．展開を「十

分知っている」
教師の支援

Ⅱ Ⅲ

適正
判断

適正
判断

B．展開を「知

っている」教師
の支援

Ⅱ Ⅲ → Ⅱ

誤判断 期待的
判断

修正
判断

C．展開を「知

らない」教師
の支援

Ⅱ → Ⅰ → Ⅰ → Ⅰ

誤判断 修正
判断

誤判断 修正
判断

・授業プロトコルから内容のまとまりで整理した集団思考の発話群を，「不十分な状態」「転
機となる発話」「熟考された状態」「確認，補足，拡大が中心の支援」「転換，提案，調整が
中心の支援」を視点に分析．
・その結果，展開を「十分知っている」教師は，学習集団の問題解決の状況について，適
正に判断し，適正な支援を行っていること，誤判断や期待的判断といった判断の修正が少
なく，支援を上方調整したり，下方調整したりしないことが明らかになった．この分析は，授
業実践から時間的に離れたプロトコル分析である．
・本発表では，観察者が授業中に分析・判断する方法を開発し，その試行から検証する．

下方
調整

上方
調整

下方
調整

× × × ×

×
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成果

○プランニングプレートによる授業中分析は，想定した

様相が見られたものの，一部には観察者によって解

釈のズレが見られ，消極的支援，積極的支援を同

定するに至らなかった．

○授業中に見られた支援を同定するためには，認知

的支援要素，メタ認知的支援要素からの分析に加

え，学習者の反応を「外言，消極的支援として待つ」

「積極的支援として待たない」の教師の意思決定を

捉えることの必要性が明らかになった．
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メタ認知を育成する教師の役割（重松，2013）

全体の代行
（モデルとしての役割）

部分的な代行
（モニターとしての役割）

部分的な代行
（評価としての役割）

・わからないことは何か
を考えることが大切だね．

・わかるところまでやって
みよう．
・頭の中でかいてみよう．

等

・前にやったことがない
かな．

・少し整理ができないか
な．
・他の考え方はないかな．
・これでいいかな． 等

・これで，いいね．
・おもしろい方法だね．
・数値が合わないよ．
・この方法でできるね．

等

３つのメタ認知的支援（椎名，2019）

消極的支援 半消極的支援 積極的支援

モデルプレート，部分的

代行による支援．

消極的支援に解決者の

文脈にある数学的な認

知的内容を加える支援．

解決者の文脈にない認

知的内容を用いる支援．

先行研究
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構造的発展から新たな発展へと自律的展開を支援することを授業中分析する

プランニングプレート

指導案
学習集団 教師

(Ⅲ)外言 Ⅲ外言への支援 Ⅱ消極的支援 Ⅰ積極的支援

学習活動 留意点 肯定的評価

対象＋気付き 対象＋気付き

認知的＋メタ認知的
メタ認知的＋認知的

メタ認知的＋メタ認知的
認知的＋認知的

６．言葉の式が
正しいか，値を
代入して確か
める．
・１＋６＝７
・２＋５＝７
・３＋４＝７

：

◇言葉の式が
正しいか，確か
めるよう，促す．

・言葉の式を確か
めたい．

・待つ．頷く．褒める． ・言葉の式（対象：認知
的）は，本当かな（気付
き：メタ認知的）．

・言葉の式（対象：認知
的）が正しいか，確か
めよう（気付き：認知
的）．

・縦が４のとき，
横は３．

・待つ．頷く．褒める． ・縦が４のとき（対象：
認知的），

・縦が４のとき横は何
本になるかな？

・縦が○のとき，横
は△．

・待つ．頷く．褒める． ・縦が（対象：メタ認知
的）

・縦が○のとき横は？

７．数量変更
（または条件変
更）して，さらに
学習を発展さ
せる．（全）

・本数変えて調べ
たい．

・待つ．頷く．褒める． ・次は（対象：メタ認知
的），何する？（気付
き：メタ認知的）

・他の場合（対象：認知
的）もきまりはどうなっ
ているか？（気付き：認
知的）

・○本に変えて調
べる．

・待つ．頷く．褒める． ・何本にしますか（気付
き：メタ認知的）．

・16本（対象：認知的）

に変えて調べよう（気
付き：認知的）．

指導案の展開に示される「学習活動」と「指導上の留意点」に加え，自律的発展型授業を展開する教師の支援活動を，

・学習集団の自律的な活動としての発話を「外言」と，それへの教師の対応を「外言への支援」，

・外言が見られない際において，外言を引き出す教師の支援を「消極的支援」，

・消極的支援によっても学習集団の思考が促進しない際に，教師が行う補足的支援を「積極的支援」，

として，構造的発展から新たな発展へと自律的展開を支援することを計画・評価するプランニングプレートを開発．
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調査方法 発展的移行局面について，プランニングプレートを用いて授業実践をビ
デオ視聴し，消極的支援，積極的支援を同定する．授業は，本研究グ
ループの1名が行う．また，観察者は，本研究グループの3名が行う．

実施日時 2020年10月7日，3限

実施対象 A小学校4年1組児童

授業実践
の概要

小4
「変わり方」
（第1時）

発見的発展 ・棒14本を使って長方形を作る（1:33）．
・値の組（1，6），（2，5），(3，4)が発表される（12:05）．

構造的発展 ・値3組の観察から，「1増1減」「縦+横=7」を発見する
（16:01）．
・「1増1減」「縦+横=7」の発見から他の値の組を予想し，
長方形を作って確かめる（19:42）．
・完成した表を見て「1増1減」「縦
+横=7」を確かめる（26:12）．
・言葉の式が正しいか，値を代入
して確かめる（27:14）．
・「縦+横=7」を言葉の式に表し，和一定を知る．さらに，
他の一定があると予想する（29:07）．

新たな発展 ・本数を変えて調べる（39:33～45:16）．

調査の概要

縦 1 2 3 4 5 6

横 6 5 4 3 2 1
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プランニングプレート分析の実際：注目発話のズレ

実際の様相／分析者の感知様相

観察者
学習集団 教師

(Ⅲ) Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ａ Ｂ Ｃ 外言
外言へ
の支援

消極的
支援

積極的
支援

(30:45)T：（言葉の式は）本当かな．
(31:10)C：（怪しいの意味で1名挙手する．）
(31:36)T：これ（表）がなくても，ちゃんと言えるかな．
(31:36)T：こういう式にしていいことを確かめましょう． Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

・言葉の
式で確
かめたい．

・待つ．
頷く．褒
める

・言葉の
式は本
当かな．

・言葉の
式が正し
いか，確
かめよう．

(32:58)T：じゃあ，たてが1．
(33:03)C：横が6．
(33:14)T：どうしますか．1と６ね．
(33:20)C：たす．
(33:14)T：これ＋，７ね（1+6=7にする）．

・縦が４
のとき，
横は３．

・待つ．
頷く．褒
める

・縦が４
のとき，

・縦が４
のとき横
は何本
になるか
な？

(33:26)C：他にもある．
(33:28)T：はい言って．
(33:31)C：生徒：２＋，
(33:33)T：はい，他の人，その後は．
(33:35)C：＋５＝７．３＋４＝７．…

・縦が○
のとき，
横は△．

・待つ．
頷く．褒
める

・縦が ・縦が○
のとき横
は？

(39:25)T：言葉の式にして，和一定見つけたね．
(39:37)T：いいこと言ってたやん．
(39:42)C：1つずつ，1つずつ，増えるにつれ，
(39:45)C：1つずつ減る．
(40:08)T：和一定すごいんだけどさ，
(40:24)T：（板書の「14本」をチョークで叩く．）
(40:30)T：今日の勉強は14本で長方形作ったことでやっているん
だよね．

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

・本数を
変えて調
べたい．

・待つ．
頷く．褒
める

・次は何
する？

・他の場
合もきま
りはどう
なってい
るか？

観察者によって，注
目する発話にズレ
が見られた．
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プランニングプレート分析の実際：発話解釈のズレ

実際の様相／分析者の感知様相

観察者
学習集団 教師

(Ⅲ) Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ａ Ｂ Ｃ 外言
外言へ
の支援

消極的
支援

積極的
支援

(30:45)T：（言葉の式は）本当かな．
(31:10)C：（怪しいの意味で1名挙手する．）
(31:36)T：これ（表）がなくても，ちゃんと言えるかな．
(31:36)T：こういう式にしていいことを確かめましょう． Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

・言葉の
式で確
かめたい．

・待つ．
頷く．褒
める

・言葉の
式は本
当かな．

・言葉の
式が正し
いか，確
かめよう．

(32:58)T：じゃあ，たてが1．
(33:03)C：横が6．
(33:14)T：どうしますか．1と６ね．
(33:20)C：たす．
(33:14)T：これ＋，７ね（1+6=7にする）．

・縦が４
のとき，
横は３．

・待つ．
頷く．褒
める

・縦が４
のとき，

・縦が４
のとき横
は何本
になるか
な？

(33:26)C：他にもある．
(33:28)T：はい言って．
(33:31)C：生徒：２＋，
(33:33)T：はい，他の人，その後は．
(33:35)C：＋５＝７．３＋４＝７．…

・縦が○
のとき，
横は△．

・待つ．
頷く．褒
める

・縦が ・縦が○
のとき横
は？

(39:25)T：言葉の式にして，和一定見つけたね．
(39:37)T：いいこと言ってたやん．
(39:42)C：1つずつ，1つずつ，増えるにつれ，
(39:45)C：1つずつ減る．
(40:08)T：和一定すごいんだけどさ，
(40:24)T：（板書の「14本」をチョークで叩く．）
(40:30)T：今日の勉強は14本で長方形作ったことでやっているん
だよね．

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

・本数を
変えて調
べたい．

・待つ．
頷く．褒
める

・次は何
する？

・他の場
合もきま
りはどう
なってい
るか？

観察者によって，発
話の解釈にズレが
見られた．

VTR(2:10)へVTR(2:10)へ
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新たな発展への移行局面の解釈

観察者 Ａ B Ｃ
授業者

判断 Ⅰ（積極的支援） Ⅰ（積極的支援） Ⅱ（消極的支援）

解釈 私（Ａ）の判断に消極

的支援が多いのは，

展開を十分知ってい

る授業者が授業者な

ので，積極的支援は

少ないという先入観

があったように思う．

正しい判断かどうか

は自信がない．

「和一定みつけた

ね」「和一定すごい

んだけどさ」を消極

的Ⅱで，スライド最

後の次の発話の

「和がいつも７にな

るということが分か

ったけど，14本のと

きだけ？」で積極

的Ⅰと判断した．

消極的支援と思えるもの

は，教師が黒板の前で，

次はどうしようか？これで

よいかな？他にすることは

ないかな？といったように

迷っているように見える．

授業者は待つことが大切

といいますが，我慢して待

っているのか，迷っている

のかの判断が不明である．

想定した展開よりも，子供か

ら「差一定」「商一定」への関

心が早く示され，子供の理解

がどの程度か，この後どのよ

うに展開するとよいか，支援

の方法を悩んでいた．初め

て指導する子供たちであっ

たため，「確かめる」という意

識が働くのか分からず，待っ

てよいのかどうか迷っていた．

議論 プランニングプレート

による分析は，授業

者の多様な発話を消

極的支援，積極的支

援に一次的な分類を

可能にする．

「14本のときだけ？」は，数学的な対象を示してはいるもの，数学的な気付きは

示しておらず，消極的支援の発話として捉える発話である．しかしながら，この発

話に付随して見られる授業者の行動（間合い，板書記述の強調動作）には積極

的支援する教師の意思が伺われる．

教師の「待つ」「待たない」という行動が，消極的支援を意味するものか，積極的

支援を意味するものか－観察者からは教師の意思決定を把握できないため，消

極的支援，積極的支援を同定することができなかった．

学習者の反応を「外言，消極的支援として待つ」「積極的支援として待たない」と

いう教師の意思決定を捉える必要がある．

局面 (40:08)T：和一定すごいんだけどさ，
(40:24)T：（板書の「14本」をチョークで叩く．）
(40:30)T：今日の勉強は14本で長方形作ったことでやっているんだよね．
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成果

○プランニングプレートによる授業中分析は，想定した

様相が見られたものの，一部には観察者によって解

釈のズレが見られ，消極的支援，積極的支援を同

定するに至らなかった．

○授業中に見られた支援を同定するためには，認知

的支援要素，メタ認知的支援要素からの分析に加

え，学習者の反応を「外言，消極的支援として待つ」

「積極的支援として待たない」の教師の意思決定を

捉えることの必要性が明らかになった．
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課題

○授業中に見られた支援を同定するためには，認知

的支援要素，メタ認知的支援要素からの傾向で同

定するのではなく，学習者の発展的思考・態度の状

況を，教師がどのように捉え，どのように支援してい

こうと考えているか，を捉えることが必要である．教

師の学習者の反応を「外言，消極的支援として待

つ」「積極的支援として待たない」の意思決定を捉え

ることの必要性がある．

○プランニングプレートは，学習集団の発展的思考・

態度の支援計画，教師の支援解釈において有効と

考えられることから，引き続き検証を行い，汎用性を

高める．
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